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アイデアの実現に向けた取組等

1
子どもに農体験を（子
どもも大人も一緒に活
動する地域に！）

・柿農家さんとさわし柿・干し柿をつくってみよう！（みそづくり・もちづくりも）
・食をメインに農家さんでみそづくり・干し柿づくりなど
・みしらず柿：住民はチラシ作成回覧板をまわす。コミュニティ（町内会・区長会）はイベ
ントの運営・企画。柿農家の組合が場所・材料を提供。公共（行政）は施設の利用の幅
を広げる。

2
空き教室の活用（小
学校が3つも！）

①○○（ビンゴ・ゲーム・きもだめしなど）大会を増やす。
・公共（行政）は空き教室の利用許可を検討。
②昔の遊び（たけうま・竹とんぼ・わらべうたなど）の伝承。
・住民は子どもの見守り隊をボランティアで、地域の高齢者が伝承遊びを教える。コ
ミュニティで情報共有をSNSで。イベントの運営企画。企業は協賛に入ってもらう。

3 空き家の活用

①さら地のままに、税金を安く、地域の有志で草刈り。
・住民は積極的に応募したり、サポートする（企業へ）。空き家になる前に活用方法を
地域で考える。更地の固定資産税6倍の制度見直し。市役所に相談する空き家。
②人（会津が好きな人）に住んでもらう。
・企業に会津が好きな人へ空き家の存在をPR
③子どもの交流の場に、リタイアした先生をまきこむ。
・子ども食堂・宿題カフェ（プログラミング・外国語）。
地元のサポート（元教員の方・お世話好きな方）→コミュニティでサポート

地域を愛する地域のファンを増やそう！（すきまをネットワークでうめよう）

アイデア


